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提供できる技術

爆発力を利用することで、慣用法では難しい異材接合や特

殊な構造を持つ空隙を材料内に創製することの他、精密微

細な成形加工などが可能です。

特許

特願2011-66291(P2011-66291)金属製パイプ接合体及びそ

の製造方法 他

爆発・衝撃波現象を利用した各種高機能新素材の創製と応用技術開発

研究内容

●新規爆発圧接法および高機能接合体の創製新規爆発圧接法および高機能接合体の創製

水中衝撃波による新しい爆発圧接法を開発し、各種高機能性を有する板を異材と強固に接合することに成功した。この方法は特に薄板

の接合に有効で、重ねた薄板を爆発圧接することで大面積の接合も可能である。一方、多数管中にロウなどを詰めて爆発加工を施す

と、一方向に伸びた多孔質材UniPore)の創製が可能であり、現在慣用法を用いて長尺材を得る方法の研究を行っており、エネルギー吸

収部材や熱交換材料への応用を模索している。

 

●衝撃圧縮成形及び衝撃材料合成技術の開発衝撃圧縮成形及び衝撃材料合成技術の開発

衝撃圧縮による粉末成形は非平衡材料粉末のバルク化手法として期待されているが、研究室では衝撃圧縮中に粉末を瞬間的に加熱する

ことで粒子間結合が大幅に改善された材料の創製に最近成功した。また液中で各種の爆発現象を利用して、励起された金属と液中元素

との反応を生じさせることで各種のセラミックスを創製しようとする新規材料合成法の研究も実施している。
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